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  ２０１７年度特定非営利活動法人まちづくりネット東近江事業報告（案） 

 

新たな拠点も 2年目を迎え、この場を知る方々も増えてきた。今年度、様々な事業を展

開するなか新たな市民とのつながりが広がった。施設への訪問者も１２０２名と昨年より

わずかだが増え、拠点があることの良さを感じる。また、情報誌にじまちの取材やこらぼ

村の参加をきっかけに関係性が大きく広がる事例が増えた。 

 これまで目指してきた認定NPO法人取得については２０１８年3月15日に認定され

た。また、会員拡大を目指し、50 人近い方々を仲間に迎えることで、今後の活動の広が

りに期待を持てることとなった。 

 

＜つながる＞ 

・４回目のわくわくこらぼ村では、「わくわく夢プラン」という、新たなコラボ企画に取

り組んだ。説明会で決まった 3団体が企画作りワークショップでポスターの作成を行

った。時間制限もある中で、それぞれの団体が工夫された企画を作り、こらぼ村でプ

レゼンを行ったが、急な提案でも受け止める東近江の市民力の高さを知ることとなっ

た。 

・「ええより」は、消費者が学ぶ機会として「商品の表示を知る」をテーマに開催した。

これまで関わることがなかった方々が参加され、新たなつながりとなった。このテー

マで活動している団体が少ないことから、中間支援として、新たなグループが生まれ

ることを期待して開催した。 

 ・わがまち協働大賞は、今回初めて中学生による選考を行い賞を設けた。市内の３つの

中学校の生徒に選んでもらったが、真剣に検討してくれたことで、中学生のまちづく

り参加について今後も展開していきたいと考えるきっかけになった。 

 

<ひろがる＞ 

・ブログやフェイスブックの発信などは引き続き行っている。今年度、若人エンパワー

プロジェクトに参加したスタッフの活動として、さまざまな発信を試験的に行った。

事業の広報に広告を取り入れるなど試験的に行ったが、引き続き検証を行う必要があ

る。 

・パブリックアクセスの活動の一環として、スマホ講座を開催した。身近に動画撮影が

できる環境が整っているので、気軽にまちのわの投稿番組につながって欲しいと考え

ている。以前のまちのわコンテストで、「動画を作っている自分達もつながりたい」と

いう声があり「ええよりまちのわ編」を開催したが、成果が充分ではなかった。動画

の活動をしている方たちが把握できたので、SEA TO SUMMIT の動画収録の時に手

伝ってもらえないかを検討する。 

防災訓練での多文化共生の発信は引き続き行った。 

・広報誌にじまちは、A５版で作成して、公共施設と事業所へ配架している。東近江の

いいとこ・いいこと・いいひとをテーマで特集を組んでいるが、団体への取材で出会

い、そのつながりからいろいろな場面に広がるケースが増えた。 

 

＜支えあう＞ 

 ・にじまちサポーターズは、2 団体の応募だった。当初応募がなく心配したが、採択団

体はおおよそ目標額に達した。当法人も二五八祭りでのフリーマーケットや募金箱の
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設置など、事業指定寄付制度の PR と寄付集めを行った。募金箱の場合、設置の意味

を伝えるには、パンフレットだけになるので、来年度は、募金箱寄付も事業所寄付と

する取り組みにも広げて、認定NPO 法人の趣旨も伝えていきたい。 

・コミュニティビジネススタートアップ事業は、東近江版 SIB の事業として、当法人は

相談業務を行っていた。このアドバイスから団体自身へ気づきが生まれ、成果に結び

ついた。またアドバイスの場は、採択団体だけでなく当団体のスタッフのスキルアッ

プにも結びついた。なお、滋賀県協働プラットホームへ奥永源寺の支援として事業を

提案したところ、プラットホームとしてムラサキプロジェクトが開催され、多くの参

加者が集まり、支援のひとつとなった。 

・個別団体のコンサルティング事業は 2回行った。団体コンサルの前に、事前に聞き取

りをして、ワークショップを行い、何が問題なのかを把握してアドバイザー指導につ

ないだ。この経験を通して、スタッフのスキルアップにつながり、今後の支援メニュ

ーを考えるきっかけになった。 

 

＜市民活動支援＞ 

 ・相談も年間約１００件となった。新たに活動グループを作りたい人向けの相談では、

共催事業として、講座を開催する中で、参加者の中から仲間を見つける支援など、そ

の相談に応じた支援方法を考えた。 

・初めてフェイスブック講座を開催したところ、新たな市民との関わりが増えた。その

つながりで、出前講座に発展したケースがある。新たな取り組みは新たな市民への呼

び掛けになり、今後もニーズを把握しながらつくっていきたい。 

 

＜事業実施体制＞ 

・しが NPO センターの若人エンパワープロジェクトへ参加し、助成金を活用した研究

プロジェクト「中間支援組織としての情報発信力と調査分析力の強化プロジェクト」

での、さまざまな調査を通して情報収集したことで、今後の当法人の支援メニューの

参考となった。 

・ローカルサミット in 東近江は全国集会の申し込み受付事務をはじめて経験した。宿

泊が伴うので、観光協会と共に行った。300名程度の申し込みから、送信者への返信、

参加費の振込み確認など、多くの事務量で、こらぼ村の直前だったこともあり、多忙

を極めた。この経験を通して、多くの学びがあり、今後に活かせる貴重な機会となっ

た。 

・３月に認定NPO法人に認証された。2015年度、2016 年度の経常収入金額に占め

る寄付金等収入金額の割合が２０％になったことを機会に申請したが、寄付額以外に、

組織運営が適正であることや、情報公開が適切であることなど、8 つの基準をクリア

したことが認められたことになる。今後、役員報酬規程などを定めるなど、認定NPO

法人としての適切な運営を心がけるとともに、この認定を通して当法人の認知と役割

を高めるために努力していきたい。 

・自立するための自主事業収入の検討は、確立したものはまだできていない。今年度に

チラシづくりや出前講座など新たな財源確保もあったので、今後、事務支援メニュー

を検討していくとともに、引き続き、視察コーディネイト事業も検討する。 
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つながる 

 

 

１．わくわくこらぼ村 

 目的 1 市民活動を広く市民に知ってもらうこと 

    2 市民活動団体の交流の場となること。 

開催日時：201７年 12月９日（土）10：00～16：00 

開催場所：ショッピングプラザアピア 4階（研修室ＡＢ、アピアホール、情報プラザ） 

参加者数：１１００名 

参加団体：52 団体 

配布チラシ：１５０００部 東近江市の各施設、団体１２０ヵ所、個人１１４ヵ所 

       自治会回覧４０００部 

（１）実行委員会の開催 7 回 

 実行委員会委員名簿 

役職 所属 氏名 

委員長 湖東地区まちづくり協議会 福田 純子 

副委員長 パンカフェ KOKON～江近～ 吉田 健一郎 

委員 やまびこの家 川嶋 佳代子 

〃 びわこ学院大学ボランティア学生サークル 岸上 瑞季 

〃 滋賀県立大学 北井 香 

〃 東近江市社会福祉協議会 柴田 遙 

〃 東近江市生涯学習課 地家 康司 

〃 びわこ学院大学ボランティア学生サークル 平中 暖香 

〃 近江商人博物館 福井 瞳 

〃 NPO 法人 愛のまちエコ倶楽部 増田 隆 

〃 東近江市立能登川図書館 松浦 純子 

〃 地球ハートヴィレッジ モリコーニ直美 

〃 ＮＰＯ法人 森林保全活動団体 遊林会 綿貫 有夏 

 

（２）参加団体説明会・交流会 

日時：2017 年 11 月 16 日（木）18：30～20：30 

場所：東近江市役所 313.314 会議室 

参加者数：41 団体 47名   

内容：開催概要/注意点//展示・物販・体験・ステージ概要/質疑応答/わくわくこらぼ

プラン企画について/ワークショップ交流会 

 

（3）当日スケジュール 

時間 内容 

10：00 開村式 

10：07 滋賀県立八日市高校吹奏楽部による演奏 

10：35 30 秒団体紹介コーナー～「つながる地域の輪」～ 
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①展示・体験・販売 

 参加団体：５２団体（展示のみ 28団体・展示+物販 12団体・展示+体験 4 団体） 

それぞれの活動紹介ブースを設置し、体験や物品の販売を行う。 

②わくわく夢プランワークショップ大会&プレゼン大会 

  説明会で 3団体1 グループに分け、互いの特徴を生かした「こらぼ企画」について話 

し合うワークショップ型の交流を行い、企画内容をポスターにし、当日の会場で 

発表した。来場者に 3分間プレゼンとポスターを見てもらい、面白い企画を選んでもら 

った。    

③ステージ 

  活動を紹介するステージに５団体が参加。わくわくこらぼ村のステージで各１５分程

度の紹介を行った。 

            

 

               

                    

 

  こらぼ企画プレゼン        ステージパフォーマンス 

④企画 

3 つの会場で参加団体と参加者をつなぐ企画「クイズラリー」と「笑顔写真館」を開 

催した。「クイズラリー」は、受付で難易度の異なる 2 種類のクイズカードを選び、会

場の６ブース（計 12 ブース）を回り回答を集める。宝の地図が完成し、情報プラザに

設置した宝箱を見つけると金貨チョコが貰える。「笑顔写真館」は情報プラザにて参加者

の笑顔を撮影し、その場でプリントアウトし、展示した。 

   クイズラリー参加者数 165 人 笑顔写真館撮影枚数 77枚 

⑤閉村式 

  わくわく夢プランワークショップ大会&プレゼン大会の表彰を行う。 

 

受賞一覧 

賞名 企画名 団体 

最優秀賞 御代参フロー 中野まち協、あいのみ企画室、

三方よし基金 

コラボ力強いで賞 Wood House Library 湖東まち協、高松会、図書館 

実現してほしいで

賞 

森でオープンおもてなしカフェ 御園まち協、遊林会、応援塾 

夢があるで賞 I ba Right 愛東まち協、よりそい、水辺

の里伊庭を考える会 

11：30 展示、体験、販売、の開始 

11：30 環びわ湖大学連携による成果発表会 

13：00 ステージ発表 

15：00 閉村式 
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伝わったで賞 みんなのムラサキ学園 蒲生まち協、奥永源寺、楽苦

備 

ポスター賞 東近江市のこだわり食レシピを

出版しよう 

環境円卓会議、清流会、たけ

のこ 

 

（4）わくわくこらぼ村サテライト 

  わくわくこらぼ村の写真やこらぼ企画で作成したポスター、笑顔写真館の写真を展示

した。 

  日時：2018 年2月 16 日（金）～2018年 3 月9 日（金） 

  場所：八日市文化芸術会館 

 

（5） 反省会での各委員からの意見 

①ステージについて 

・こらぼプレゼン、最後まで聞いてもらえなかった、発表自体を考える必要がある。 

・司会者の盛り上げが上手かった、助けられた。 

・協働大賞の表彰は一般の人には伝わらない。経緯を示す必要あり。 

②企画について 

・こらぼ企画、成果物が見えるのは良い、課題だった団体同士の深いつながりができた

グループもあって良かった。開催後の実現したこらぼ事例を追う必要あり。 

・ポスター投票は組織票が多く検討が必要。 

・参加団体のアンケート回収率が高かった、当日にスタッフが回収に回るのは良い。 

③会場について 

・アピアで開催しているので一般の参加者の取り込みが重要、１階で呼び込み係が必要

では無いか 

・クイズラリー難易度が２種類あり、渡し方の判断が難しかった。 

・ネット中継を見てくれている人は多かったが、通信状況に問題あり、ポケット WIFI

では３カ所をつなぐのは困難。研修室と情報プラザで放送は無理。 

・ホールでの発表中、販売、体験の制限がもどかしい、市民の来場者は１１時半までに

来て、帰ってしまわれる方がいた。 

・笑顔写真館良かった、クイズラリーのゴール地点での開催も良かった、景品の金貨は

喜んでいる子どもが多かった。 

 

２．わがまち協働大賞 

 市民同士または市民と行政の協働を促進するとともに、協働の事例を表彰することに 

より協働への意識を高める。また協働の事例の収集を目的に実施した。 

募集期間： 2017年 6月 1 日（木）～2017年 7 月 31 日（月） 

応募事例数：２１事例 

（１）チラシ・ポスターの制作 

 チラシを 1,000 部、ポスターを 100部作成し、各地区コミュニティセンター、支所、 

図書館などに設置。また、当団体主催の講座やイベント、市主催のイベント時に配布した。 
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（２）選考 

①第 1次選考 

応募２１事例を書類審査で１０事例にしぼる。 

②ヒアリング 

   市協働推進委員が、最終選考に残った１０事例のヒアリングを行う。 

③市民投票 

   最終選考に残った10 事業を対象に、以下の場所にて市民投票を行った。 

市民投票場所 

場 所 市民投票方法 

各地区図書館 事業の概要説明ポスター展示 

ショッピングプラザアピア 事業の概要説明ポスター展示及び、事業説明動画 

東近江市役所 〃 

WEB（インターネット投票） 事業の概要説明動画 

④中学生による選考 

   今年度初めて、わがまち協働大賞の最終選考に残った 10 事例について、市内 3つ

の中学校に出向き、中学生によるわがまち協働大賞選考会を行った。生徒が選んだ事

例にはオリジナルの賞の名前を考えてもらい、わがまち協働大賞の表彰式で表彰した。 

 東近江市立聖徳中学校生徒会     

 東近江市立能登川中学校生徒会 

 東近江市立湖東中学校生徒会 

  市協働推進委員のヒアリングによる採点結果と市民投票の結果、事前に提出されて

いたヒアリングシートにより、選定した。 

受賞団体 

選考 選考日（選考期間） 選考者 

第 1 次選考 2017 年 8月 31 日 市協働推進委員 

市民投票 2017 年 10月 6 日～10 月 26日 市民 

中学生選考 2017 年１０月１２日、２５日、１１月２７日 ３中学校 

最終選考 2017 年 10月 31日 市協働推進委員 

賞名 事業名 団体名 

大賞 東近江市の花「紫草（ムラサキ）」を

活用した「地域活性化」プロジェクト 

東近江ムラサキ紫縁プロジ

ェクト 

優秀賞 プレイヤーズファースト～新しい部活

のカタチ～ 

湖東バスケ男子 

優秀賞 新しい地域づくりのための共創の場づ

くり～住民の力で空家をリノベーショ

ン～ 

一般社団法人中野ヴィレッ

ジハウス 

特別賞 図書館とのコラボによる地域の居場所

づくり 

東近江市福祉総合支援課 

特別賞 広報事業部・「ホップ♪ステップ♪の

とがわ まち協ラジオかわらばん」 

一般社団法人能登川地区ま

ちづくり協議会 
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中学生による賞の結果 

 

（３）表彰式 

日時：2017 年 12 月 9日（土）14：30～14：50（わくわくこらぼ村内） 

 場所：ショッピングプラザアピア アピアホールステージ 

 副賞：受賞された事例をまち全体で応援することを目的として、東近江市内の事業所等 

に協力を依頼し、店舗や事業所で使うことができるクーポン券等を副賞とした。 

クーポンの利用により、店舗に訪れるきっかけや新しい協働の事例につながるこ 

とを目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

（４）事例集の内容について 

協働の事例集は、これまでの協働事例も含め協働事例シートとして収集し、今後の活 

用方法についてまちづくり協働課と検討をすすめていく。 

 

３．ええより 

 多様な分野で活動している市民が、ひとつのテーマで集い、お互いの情報交換や取組の見学、

悩みを共有する場として「ええより」と題した交流会を開催する。 

特別賞 赤い羽根共同募金 募金百貨店プロジ

ェクト 

社会福祉法人東近江市社会

福祉協議会 

入賞 

市民応援賞 

愛知川の生態系の保全 愛知川清流会 

入賞 びわ湖 東近江 ＳＥＡ ＴＯ ＳＵＭ

ＭＩＴ 2017 

東近江ＳＥＡ ＴＯ ＳＵ

ＭＭＩＴ実行委員会 

入賞 

 

里山づくりと里まつり 建部地区まちづくり協議会 

入賞 

エピソード賞 

後世に伝えよう！「伊庭の魅力再確認

プロジェクト～想いをつなぐ～」 

水辺の里伊庭を考える会 

協働コーディ

ネーター賞 

・今井 陸之助さん（一般社団法人能登川地区まちづくり協議会） 

・前川 真司さん （東近江ムラサキ紫縁プロジェクト） 

賞名 事業名 団体名 

全年齢対象（大賞） 

【聖徳中学校】 

新しい地域づくりのための共創の場づく

り～住民の力で空家をリノベーション～ 

一般社団法人中野

ヴィレッジハウス 

おしゃれまちおこし

賞【能登川中学校】 

新しい地域づくりのための共創の場づく

り～住民の力で空家をリノベーション～ 

一般社団法人中野

ヴィレッジハウス 

東近江市ならではの

魅力賞【湖東中学校】 

東近江市の花「紫草（ムラサキ）」を活

用した「地域活性化」プロジェクト 

東近江ムラサキ紫

縁プロジェクト 
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（１）ええより～くらしに役立つ食品表示について～ 

日時：2017 年9 月 20日（水）10：00～13：00 

場所：中野ヴィレッジハウス 

目的：コミュニティカフェである中野ヴィレッジハウスで、地域活動に興味を持っても

らうため、食品表示をテーマに交流する場として開催した。 

講師：西山 実氏 （生活協同組合コープしが理事長） 

参加費：1,200円 

参加者：13名 

参加者の声 

＜所感＞ 

今回のテーマが身近な話題だったこともあり、女性が多くとても賑やかな会になった。

内容にも関心が高かった。中間支援として暮らしと密着した話題をテーマにすることで、

新しい気づきにつながり、課題意識を持つ市民が育ってほしいと思い開催した。 

また、会場を中野ヴィレッジハウスにすることで、そこの活動を知ってもらうことが

できたのも良かった。子育て中のお母さんが気軽にきてもらうため、子ども達とお母さ

ん達が過ごせるスペースを確保したが、こうした工夫が必要と感じた。 

 

４．協働ラウンドテーブルの開催 

（１）協働ラウンドテーブル 

地域課題を解決へ導くために、課題を共有化する仕組みとして円卓会議がある。ラウ 

ンドテーブル運営委員会では、円卓会議を「まちのわ会議」として開催している。今年

度は、オファー型への対応も取り入れつつ、運営のスキルアップと多様な地域課題に積

極的に取り組んだ。運営委員会と協力しながら「まちのわ会議」の開催を通して、課題

の共有化や解決への導きを行う。 

 

（２）協働ラウンドテーブルの運営委員会の開催 

  協働推進委員会より派生し、ラウンドテーブルの仕組み及び実践・試行を行う委員会

である。毎月、定例の会議を行う。 

協働ラウンドテーブル運営委員会の開催状況 

月日（時間） 場所 内容 

4 月 25日（火） 

 

まちづくりネット東

近江事務所 

「まちのわ会議」のテーマについて 

「まちのわ会議」の内容について 

5 月 23日（火） 

 

同上 6/26 日のまちのわ会議について 

今後の予定について 

6 月 27日（火） 

 

同上 6/26 日のまちのわ会議のふりかえり 

今後の事業について 

7 月 25日（火） 同上 今後やってみたいテーマについて 

・表示の見方がとても詳しくわかりました。賞味期限がどうやって決められているのか

よくわかりました。 

・食品表示の見方、大切さ、利用方法がよくわりました。今後、もっとしっかり見て活

用しようと思いました。現在の添加物の安全性もわかり易かったです。 

・食品表示などに感心を持ちたい。 
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 今後の事業について 

8 月 22日（火） 同上 まちのわ会議について 

スキルアップ研修会について 

9 月 26日（火） 同上 まちのわ会議について 

スキルアップ研修について 

10 月 24 日

（火） 

同上 まちのわ会議について 

スキルアップ研修について 

11 月 28 日

（火） 

同上 スキルアップ研修について 

11/20 日まちのわ会議のふりかえり 

12 月 14 日

（火） 

カプリチョーザ まちのわ会議の依頼 

1 月 16日（火） まちづくりネット東

近江事務所 

まちのわ会議のふりかえり 

3 月のまちのわ会議について 

2 月 28日（火） 同上 3 月のまちのわ会議について 

3 月 28日（火） 同上 3/14 日のまちのわ会議のふりかえり 

 

（2）まちのわ会議の開催 

 ①テーマ：「高齢者の通院支援の現状について 愛東版」 

日時：2017 年6 月 26日（月）13：50～15：30 

場所：愛東支所 大会議室 

着席者 

≪論点提供者≫  東近江市福祉総合支援課 辻さん 

≪公共交通機関≫ 東近江市交通政策課 山本さん 

≪利害関係者≫  東近江市社会福祉協議会 上田さん 

≪利害関係者≫  あいとうふくしモール運営委員会 丸山さん 

≪利害関係者≫  介助タクシームラタ 村田さん 

≪訪問介護≫   近江温泉病院訪問介護センターひまわり 合原さん 

ファシリテーター 

○福田 純子 （協働ラウンドテーブル運営委員会） 

○太田 裕子 （協働ラウンドテーブル運営委員会） 

記録 

○北井 香 （協働ラウンドテーブル運営委員会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

12 

 

②テーマ「まちづくり協議会の多様な担い手をつくる」 

日時：2017 年 11 月 20 日（月）19：00～21：00 

場所：みすまの館 

着席者 

≪話題提供者≫    湖東地区まちづくり協議会 福田さん 

≪まちづくり協議会≫ 蒲生地区まちづくり協議会 佐川さん 

≪まちづくり協議会≫ 中野地区まちづくり協議会 廣田さん 

≪市民活動団体≫   びわこジャズフェス in東近江 小倉さん 

≪市民活動団体≫   チーム永源寺 花戸さん 

≪市民活動団体≫   能登川東学区ホットスマイル 上林さん 

≪企業≫       宮川バネ工業（株） 宮川さん 

ファシリテーター 

○楠神 渉 （協働ラウンテーブル運営委員会） 

○築山 清美（協働ラウンドテーブル運営委員会） 

板書 

○北井 香（協働ラウンドテーブル運営委員会） 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

③テーマ「“働きたい”をつながる地域の充実したネットワークづくり」 

日時：2018 年3 月 14日（水）19：00～21：00 

場所：東近江市福祉センター ハートピア 2階 

着席者 

≪話題提供者≫  東近江市民生委員児童委員協議会 大塚さん 

≪関係機関≫   東近江市しごとづくり応援センター 中西さん 

≪関係機関≫   東近江市福祉総合支援課 小林さん 

≪関係機関≫   滋賀県地域若者サポートステーション 朽木さん 

≪関係機関≫   東近江圏域働き・暮らし応援センター 野々村さん 

≪マスコミ≫   京都新聞社 北村さん 

○ファシリテーター 

小倉 昌和（協働ラウンドテーブル運営委員会） 

久保 文裕（協働ラウンドテーブル運営委員会） 

○板書 

森下 瑠美（協働ラウンドテーブル運営委員会） 
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（3）スキルアップ講座の開催 

 ラウンドテーブル運営委員会では、各自のスキルアップを目指し研修を行っている。

今回はメンバーの板書スキルの向上と、地域で話し合いの場をつくることの大切さを学

ぶために公開で行う。 

講師：宮道 喜一氏（特定非営利活動法人まちなか研究所 わくわく副理事長） 

（基礎編）会議の内容を参加者が共有できる手法を知る。 

（応用編）会議の内容を参加者が共有し、見える化できるようになる。 

日時：2017 年 11 月 9日（木）10：00～17：00（受付開始：9：30～） 

場所：愛東支所 第１会議室 

参加者：50名 

参加費：1日参加 ￥3000 

午前参加 ￥1000 

午後参加 ￥2000 

スケジュール：午前：基礎編 

   午後：応用編 
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             ひろがる 

 

 

１．WEB 媒体を使った情報発信 

（１）東近江市地域情報ポータルサイト「東おうMe！！」 

東近江市で活動する団体や事業所など、多様な主体間の連携を支援するためのポータ

ルサイトである。しかし、5 年を経過して、現状とあわない状況も生まれているので、

サイト運営に関する事項を検討、方向性を探る年となった。 

地域のイベント情報や行政情報、助成金についての情報の掲載を目的としているが、

来年度のまちづくりネット東近江のホームページのリニューアルに合わせて移行する。

移行する内容はサイト分析などを参考に、市内団体の情報更新機能や、市役所からのお

知らせなど、価値の高い機能を検討する。 

 

（２）活動団体のＨＰ・チラシ等の情報公開・発信の支援 

団体から依頼のチラシ作成と活動団体の情報発信を行う。今年度は、チラシの作成以

外にも、ＳＮＳの作成やＨＰの作成など WEBを使った情報発信支援を行った。 

東おうＭｅ！！は、今年度方向性を探るための年だったので情報発信件数が少なかっ

た。 

チラシ作成と団体の情報公開の件数は以下の通り。 

①チラシ作成 32 件 

②ＨＰやＳＮＳの作成 5 件 

③各ＨＰや facebook などで紹介した件数 

 

掲載場所 件数 

まちづくりネット東近江のＨＰ 50 件 

まちづくりネット東近江の facebook 69 件 

 

２．広報誌「にじまち」の発行 

若い人が住んでいる地域に興味をもってもらう。東近江市で行われている市民活動を知

ってもらう。ことを目的に 6 月、9 月、12 月、3 月の年 4 回広報誌「にじまち」を発行

した。 

冊子サイズ：A5 サイズ16 ページ 

部数：1500 部 

コンセプト：東近江のいいとこ・いいこと・いいひと。 

市内設置店舗：33 ヶ所（事業所、公共施設など） 

（１）内容 

  以下のカテゴリに分け、編集会議で取材先の検討を行い、記事を作成する。主に東近江 

市の市民活動やまちづくりを知ってもらえる内容をテーマに応じて掲載する。 

カテゴリ 内容 

特集 その月のテーマに合わせて特集の内容を考える 
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ちょこっとバス ちょこっとバスに乗り、東近江市の隠れた名所を紹介 

まちのわ まちのわの情報 

コラボ 東近江市市民協働推進委員会のニュースレター 

東近江人 東近江市の魅力ある人の紹介 

マチコト コミュニティビジネスの事例紹介 

彩 東近江市の団体の紹介 

地域のかわら版 市民活動団体からのお知らせ 

お知らせ まちづくりネット東近江からのお知らせ 

 

（２）にじまち各号の内容 

発行号 特集 東近江人 彩 マチコト 

６月号 

（vol.1７） 

「誰でも始めら

れる地域を応援

する仕組み」募金

百貨店 

東近江市社会福

祉協議会 

「地域で広げた

い、音楽との出

会いの場」 

岡山理恵さん 

「明るく前向き

になるフラダン

スで元気に」 

ハウオリ フラ

タジオマハロ 

「ゆらゆら、ゆ

りかごチェアの

リラックスカフ

ェ」 

カフェクレイド

ル 

９月号 

（vol.1８） 

「愛知川～暮ら

しと共にある水

の恵み～」 

「湖東地区の

「むかし」を語

り継ぎたい」 

黄地伸さん 

「身近な川を次

世代につなぐた

めにできること

からぼちぼち

と」 (愛知川清

流会) 

「作る楽しみ 

みんなが笑顔」 

くらふとＫＯＭ

ＯＮＯガリ版マ

ルシェ 

12 月号 

（vol.１９） 

「年末年始をど

う過ごす」 

太郎坊宮 押立

神社 元旦ママ

ラソン 

「食べることは

生きること」 

山本貞子さん 

「歴史を通して

次世代に伝えた

いこと」 

竜田を語る会 

高野勝次 

「安心して食べ

てもらいたい」

とこだわってい

ます」 

農事組合法人 

滋賀第五営農組

合 

3 月号 

（vol.２０） 

「地域で広がる

ダ ン ス の 輪 」                    

Dan,s Studio 

Baｎ） 

「東近江市にサ

ーカスをつくり

たい」 

丸ちぇろさん 

「ここでしかデ

キないこと」 

木のねっこ 

「タクシーで地

域の子育て応援

します」 

近江タクシー湖

東営業所 

 

（３）各号の特集内容について 

①6 月号（vol.17）「東近江市社会福祉協議会の募金百貨店の取組」 

  普段の暮らしを営む中で社会との接点を考える機会になればと、寄付と社会との特集

とした。 

②９月号（vol.18）「愛知川」 

  東近江市を流れる川であり、生活の営みの中で親しまれた川である「愛知川」を取り
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上げた。愛知川と人々の暮らしのつながりを取材する中で、自然と共にある暮らしを見

つめてもらう特集とした。 

③12 月号（vol.19）「東近江の年末年始の過ごし方」 

  次の世代に残したい年末年始の習慣についてアンケート調査を行う。アンケートでは、

「家族そろって年末年始を過ごしたい」という意見が全世代で多かった。家族で過ごす

ことの大切さや家族の絆を感じた。 

 ④3月号（vol.20）「東近江のダンス」 

  東近江で取り組んでおられるダンスに注目し、様々な人たちがダンスを通して交流し

ている姿を紹介した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．東近江市パブリックアクセス推進協議会の運営支援 

（１）パブリックアクセスとは 

  パブリックアクセスとは、一般市民が一定のルールによって自主的に放送番組を企

画・制作することを指し、広くは放送に限らず「言論・表現の公共圏（パブリックフォ

ーム）」にアクセスする行為や制度を言う。 

  パブリックアクセスは、政治やビジネスに専有されたメディアに多様な市民の意見を

反映させる民主主義の基盤にしたシステムであり、先進国でこうした市民放送局が活躍

しているが、わが国では法整備がなされていないため、先進的な団体等が情報収集し、

横の連絡を密にしながら取り組み始めている。 

 

（２）パブリックアクセスの意義 

 情報を市民自身が制作し発信するという「当事者視点」を持ち、議論を徹底して物事を

進めることで「合意形成の過程を共有」することができる。また、東京中心の放送から脱

却し、「各地域が情報発信の源」となることができる。 

 その他にも、地域の記憶を共有するような「ソーシャルキャピタルの構築」や「過度の

商業主義からの脱却」、「地域の非営利活動の促進」等が可能となり、熟議型民主主義が発

展していくと考えられている。 

 

（３）東近江市でのパブリックアクセス 

 東近江市では、東近江緑の分権改革研究会の中で「パブリックアクセス」の部会が立ち

上がり、その中で市内でのパブリックアクセスの実現に向けて検討し、2012 年に東近江

市パブリックアクセス推進協議会が設立され、パブリックアクセスを具現化する協議が行
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われている。まちづくりネット東近江は、構成団体の一つであり、事務局を担っている。 

 

パブリックアクセス実現方策 

（4）東近江ケーブルネットワーク株式会社との番組制作 

  東近江スマイルネットで、毎月第１週目の月曜日から日曜日に１５分の市民投稿番組

「まちのわ」を制作している。今年度は、１１作品の投稿があった。 

投稿月 番組名 投稿者 

4 月 能登川地区ふるさと散歩道ダイジェスト

版 

能登川地区まちづくり協議会ふる

さと散歩道事業部 

5 月 50 年森 野外創作プログラム 地球ハ

ートキッズ 2016 

地球ハートヴィレッジ 

協賛：中野地区まちづくり協議会 

6 月 ほんなら堂 あいとうふくしモール運営委員会 

7 月 地域で話をしよう「協働ラウンドテーブ

ル」 

東近江市協働ラウンドテーブル運

営委員会 

8 月 百済寺の景色～写真講座より～ NPO 法人まちづくりネット東近江 

9 月 芝生の上でタグラグビー NPO 法人東近江スポーツクラブ楽

苦備 

10 月 春季大祭松尾神社 パンカフェ～江近～ 

11 月 蒲生の夏 一般社団法人がもう夢工房 

12 月 東近江市総合防災訓練～多言語での情報

発信～ 

川崎 日出夫 

1 月 東近江市にサーカスが生まれました！ 丸ちぇろ（ロケットサーカス） 

2 月 まちのわコンテスト市民投票 NPO 法人まちづくりネット東近江 

3 月 まちのわコンテスト市民投票（再放送） NPO 法人まちづくりネット東近江 
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（5）講座・相談会の開催 

  市民参加の情報発信の仕組み、意義を広げ、情報発信を行える市民を育成し、「まちの

わ」への投稿を促す。 

①ミニ動画相談会の開催 

  日時：2017年 6月19 日（月）13：30～15：30 能登川コミュニティセンター 

参加者：7名  

日時：2017 年８月 30日（水）13：30～15：30 蒲生コミュニティセンター 

参加者：3名 

内容：動画撮影や動画編集に興味がある方、上手な撮影・編集方法を知りたい方の撮

影方法や編集方法の相談会とし、少人数で個別の相談にも応じ、新しい参加者

の掘り起こしを目的に出前講座とした。 

＜参加者の声＞ 

・撮影の基本知識やアプリの紹介が良かった。 

・動画を使った広報に取り組みたいと思い参加した。Facebook での動画投稿のコ 

ツなど聞けた。 

・編集ソフトの事や使用できるファイル形式などを教えてもらえた。   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

②スマホ動画撮影編集講座の開催 

日時：2018 年3 月 19日（月） １4：0０～17：００ 

場所：中野ヴィレッジハウス 

参加者：15名 

 講師：谷田 寛次さん（WeaveStyle） 

内容；「あなたのスマホで気軽に動画をつくってみませんか」をテーマに、市民や市民

活動団体が主体的に情報発信することの大切さについて考える機会とした。 

  ＜参加者の声＞ 

・動画のキホンを教えて頂けたのが勉強になりました。基本的なことを知らずにい

たので、今後の活動報告などにいかしていきたい。 

・結果まで教えて頂きたかった（撮影したものを編集して完成させたかった） 

・近郊で動画（映像）のクラブを作って欲しい。特に撮影時１人では限界を感じる。 

・スマホで写真・動画をあまりやったことが無かったので大変参考になりました。 
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（6）災害時の情報発信 

日時：2017 年9 月 3日(日)7：30～10：00 

場所：ひばり公園グラウンド 

参加者：8 名(パブリックアクセス推進協議会 6 名 多言語発信ボランティ 1 名、動画

撮影ボランティア 1名 

①災害情報の選別と多言語翻訳訓練 

災害情報を取捨選択し、やさしい日本語や多言語に翻訳して CATV・FM・SNSを活

用して情報提供を行う。 

 ②災害ボランティアセンター情報伝達訓練 

災害ボランティアセンターに届けられたニーズの把握及び相談への対応等をシュミレ 

ーションし、やさしい日本語及び多言語に翻訳し、CATV・FM・SNS を活用し情報提

供を行う。 

③翻訳アプリの検証 

スマートフォンでダウンロードできる無料の翻訳アプリを使い、外国人とのコミュニ

ケーションについて検証した。昨年は音声での翻訳アプリの検証をしたが、日本語も外

国語も違った内容に翻訳されるケースが頻発した。今回は Google 翻訳に入力して検証

を行ったところ、高い精度で翻訳され実用的だとわかった。 

  
 

（7）まちのわコンテストの開催 

市民投稿番組「まちのわ」に投稿頂いた作品を表彰することによって、今後の投稿を 

 促すためにコンテストを開催した。 

日時：2018 年3 月 19日（月） １６：0０～1６：３０ 

場所：中野ヴィレッジハウス 

内容：まちのわコンテスト表彰式 

受賞作品 

賞 団体名 作品 

最優秀賞 丸ちぇろ（ロケットサーカス） 東近江市にサーカスが生まれまし

た！ 

優秀賞 あいとうふくしモール運営委員会 ほんなら堂 

優秀賞 一般社団法人がもう夢工房 蒲生の夏 

市民応援賞 川崎日出夫 東近江市防災訓練～多言語での情

報発信～ 
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４．その他の情報発信 

（１）情報発信力強化 

市民活動や地域活動に関する情報を取材し、広報誌、まちづくりネット東近江のホー

ムページや facebook で発信した。市役所 1 階ロビーの壁面と事務所玄関に市民活動情

報掲示板を設置し、チラシやパンフレットの掲示を行った。 

また、情報発信ツールとして新たに Twitter、Instagram、Google+、Youtube のア

カウントを作成し、発信する媒体を増やし発信力を強化した。 

 

 

まちづくりネット東近江のＨＰ       市役所 1Ｆ掲示板 

                          

 

 

Twitter                 Instagram 

 

（２）そこら編集委員会への参加  

市内で活躍する人や気になる場所、祭事や活動など「東近江市の今」を若い世代に知

ってもらうことを目的に、各種団体の方々で構成する編集委員会に参加し、情報誌「そ

こら」を作成した。 

 今号のテーマは、「ローカルサミット」 

 ２５００部発行  各市内図書館・コミュニティセンター等へ配架 

             

（３）つれづれ日記の発行 

  まちづくりネット東近江の活動を知ってもらうために毎月発行。事業の報告及び、翌

月の予定などを掲載し、運営委員、会員向けに配布した。また、市役所1階掲示板に掲

示・設置し市民向けに配布した。  
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                支え合う 

 

１．にじまちサポーターズの実施 

市民活動団体が実施する事業を市民が支援する事業指定寄付制度。この制度に参加する

ことにより、取り組みが活性化することや、資金調達の方法を知り今後の活動に活かせる。 

（１）採択団体と寄付額 

①採択団体 

・百済寺樽歴史研究会 

「百済寺樽の歴史とロマンを伝えたい」 

 ・NPO 法人愛のまちエコ倶楽部 

「愛東の特産品を守る応援隊をつくります」 

① 2017 年度集まった寄付金額は以下のとおり。 

団体名 目標金額 寄付金額 

百済寺樽歴史研究会 200,000 円 206,290 円 

NPO 法人愛のまちエコ倶楽部 500,000 円 504,447 円 

寄付金合計  700,000 円 710,737 円 

 

（2）にじまちサポーターズ説明会 

日時：2017年 4月 26日（水） 18：00～ 場所：東近江市役所新館314 会議室 

    ※資金計画作り講座と同時開催 

    2017年 4月 27 日（月） 10：00～ 場所：まちづくりネット東近江事務所 

内容：にじまちサポーターズに応募をしてみたい団体に向けて、どのような寄付制度な

のか説明し、団体が疑問に思っていることにもその場で対応 sita 

 

 

（3）にじまちサポーターズ応募団体ヒアリング、選考委員会 

日時：2017 年5 月 18日（木）17：00～ 

場所：まちづくりネット東近江事務所 

内容：選考委員会が応募団体にヒアリングを行い、選考委員の評価をもとに採択団体を

決定した。 

選考委員：委員長 谷口 浩志（しみんふくし滋賀） 

      委員  菊井 千恵子（ファイナンシャルプランナー） 

      委員  西川 実佐子（認定ＮＰＯ法人しがＮＰＯセンター） 

      委員  野村 正次 （ＮＰＯ法人まちづくりネット東近江） 

選考方法：各団体の申請書を確認し、以下の審査項目で審査する。 

・事業の目的 

・事業の計画性 

・地域への波及効果 

・寄付制度の理解    

・実現能力の有無 
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（4）にじまちサポーターズ作戦会議 

内容：寄付集めを進めるにあたり、採択団体と事務局で寄付集めの方法や今後のスケジ

ュールなどの確認を行った。 

日時：7 月  7 日      

第 1 回にじまちサポーターズ作戦会議 

10 月 17日       

第 2 回にじまちサポーターズ作戦会議 

1 月 22日、23日  

第 3 回作戦会議にじまちサポーターズ（団体個別） 

 

（5）にじまちサポーターズ普及活動 

概要：にじまちサポーターズを周知するために、パンフレット作成やプレスリリースを

実施した。 

実施内容：6 月 20日 ケーブルテレビにて採択団体の紹介 

8 月下旬 にじまちサポーターズパンフレット配布（市内コミセン、県内中 

間支援施設など）、ドネーションパーティーＰＲ 

 

 図：パンフレット  

 

 

 

 

 

 

 

                   

（6）イベントや寄付商品販売での寄付集め 

  市内の事業所 24ヵ所に募金箱を設置し、市民に募金型の寄付を募った。 

 

 

募金箱設置協力事業所                   （順不同・敬称略） 

釈迦山 百済寺 はちみつとフリーペーパー

の専門店「はっち」（大阪） 

全国の鮮魚とオーガニック

野菜 遊漁（大阪） 

愛 landコロニー カフェ・ド・ココ パピエ 

株式会社ミナミイ 野菜花 コガモカフェ 

中野ヴィレッジハウス あいとうマーガレットステ

ーション 

くつろぎ茶幸 

2 丁目植堂 セリーヌ 外川善種苗店 

ルトンセラン 重森スポーツ マエダクリーニング 

サヤームエラワン KOKON スマイルキッチン 

ABC 食堂 BUNBUN ますきち 
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・事業所 Mittte は、年間通じてコーヒーチケット 

の売り上げの一部を寄付をいただいた。 

・東近江市内で行われたイベントに参加し、にじまち 

サポーターズの寄付集めを行った。 

11 月 3日 二五八祭りにて、寄付付商品の販売 

 

 

二五八祭でのバザー 

（７）にじまちサポーターズ検討委員会 

2017 年度の事業の反省、2018 年度の計画や募集要項などの検討を行った。 

日程 検討内容 

2018 年 1月 29 日（月） 2017 年度にじまちサポーターズ採択団体中間発表 

2017 年度採択団体活動評価と寄付配分決定 

2018 年 2月 23 日（木） 2018 年度事業指定寄付制度にじまちサポーターズ実

施計画書・募集要項の検討 

  

２．東近江市わくわく市民活動支援補助金事業の運営協力 

（１）東近江市わくわく市民活動支援補助金 

  東近江市わくわく市民活動支援補助金は、市民が主役のまちづくりを推進するため、

市民活動団体が自ら企画して実施する活動に対して、市がその経費の一部を助成する補

助金制度であり連携し支援する。今回は 1 次募集で採択数に達しなかったため、2次募

集を行った。 

 

（2）採択団体 

 ①ちょっとわくわくコース 

 

②わくわくコース 

事業名 団体名 

年齢、性別、人種、障害など「多様性」を

踏まえ親育・資質交互諭事業 

ＮＰＯ法人東近江スポーツクラブ楽苦

備 

まちづくりドラマ映画脚本コンテスト開催 あいのみ企画室 

ちょこっとホットで心あったか ＮＰＯ法人 まちの相談室 よりそい 

「木地師のふるさと」活性化事業 木地師のふるさと高松会 

 

（3）募集にかかる協力 

 ・チラシの作成 

 ・広報宣伝 

 ・申請書の書き方支援 

 

事業名 団体名 

自然育児サークル 木のねっこ 

後世に伝えよう！伊庭の魅力再確認プロジェクト 水辺の里伊庭を考える会 
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（4）審査会について 

①第一次募集 

日時：2017 年6 月 17日（土）9：00～ 

場所：東近江市役所東庁舎 

②第二次募集 

日時：2017 年9 月 19日（火）15：00～ 

場所：東近江市役所 314 会議室 

 

３．東近江三方よし基金との連携  

（1）東近江三方よし基金の公益財団法人化  

  社会情勢が大きく変化する中、地域課題は多様化しこれまで以上に行政と市民、市民

と市民が協働して課題を解決することが必要となっている。そこで「志のあるお金」を

「地域資源を活かしつつ」解決をめざす多様な主体やその取り組みに対し、社会的に意

義のある活動に生かすために「東近江三方よし基金」が設立された。 

  2016年度に300万円の出資金を集め2017年4月に一般財団法人となり、2018

年には公益財団法人として認定される見通しである。今後もそれぞれの役割を明確化し、

必要な連携を考える。 

 

（2）東近江三方よし基金との連携事業 

 ①ローカルサミット in東近江の開催 

  2017年 12月 1 日から 3日間にわたり開催された、ローカルサミット in東近江の

事務局を連携して担った。受付事務や入金の管理、報告書の作成等を担当する。全国か

ら延べ 500 人近くの人が参加をされ、東近江を知り、考え、そして気づきをもっても

らえた。ここで、得られたものを今後に生かしていきたい。 

  

          

 

 

 

 

 

②成果審査会の支援 

  成果審査会の支援を行い審議内容が見える化できるように板書を行う。 

日時：2018 年3 月 14日（水）10：00～12：00 

場所：東近江市役所 320 会議室 
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 ③成果発表会の運営支援 

  採択 2団体の成果発表会の開催支援を行う。ＳＩＢの仕組みを取り入れて 2 年目とな

り、これまでの市と採択団体のやりとりだけでなく、多くの人に関わってもらう機会が

でき、市民の一人一人が自分事のようにそれぞれの事業に関心を持ってもらえたと感じ

る。応援した団体の成果を知ってもらう機会と、それぞれの団体同士が関わりを持つ機

会になった。当日は、成果発表会の準備や、片づけ、記録などを行った。 

日時：2018 年3 月 17日（土）10：00～12：00 

場所：ショッピングプラザアピア４階研修室 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４．コミュニティビジネス支援 

（１）コミュニティビジネススタートアップ事業 

 地域の課題をビジネスで解決するしくみとして、コミュニティビジネスがある。地域

のためのビジネスであり、地域の活動を更に発展させることを目指し、事業化における

さまざまなコーディネイトと専門家によるアドバイスをいただきながら進めた。 

①採択団体 

●地球ハートヴィレッジ 

   事業名：「地球ハートキッズ 循環する共尊共栄へ 子ども未来創造アカデミー」 

   成果目標 

   ・カフェを活動の拠点と位置づけ、運営が継続するよう来客数の増加を図るための

マーケティングを行う。 

   ・拠点の情報発信を担う人材が 5名以上育成されており、その人材の情報が公開さ

れ、情報発信が実践されている。 

   ・拠点において講座を開催する人材（有償ボランティア）が 3名以上登録され、そ

の人材の情報が公開され、講座が実践されている。 

  ●みんなの奥永源寺 

   事業名：「東近江市の花「紫草」を活用した「耕作放棄地の再生」と「雇用の創出」  

       事業」    

成果目標 

・ホームページを構築し、ホームページからの直販が出来るようにする。 

 ・特産品「シコンコスメ」の販路獲得のための営業を 30 社以上に対して行い、先

方の名刺を提示する。 

・特産品「シコンコスメ」の販売契約を 10 社以上締結し、契約書を提示する。 

 ②コミュニティビジネス相談会の開催 

  採択２団体の活動展開を支援するため、講師より、困っていることや課題と 

感じていることに対して、アドバイスを頂く。成果目標の達成状況も同時に確認を行う。 



 

26 

 

 講師：鵜飼修氏（滋賀県立大学准教授） 

回数 日程 内容 

1 回目 7 月 27日（木） 

15：00～17：10 

・今後の活動について 

・これから始めるにあたって困っていること。 

2 回目 10 月 17日（水） 

15：00～17：10 

・活動進捗状況の確認及び困っていること 

3 回目 1 月 17日（水） 

15：00～17：10 

・活動進捗状況の確認及び來年度に向けて 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

（２）コミュニティビジネスセミナーの開催 

日時：２０１8年 3 月１日（木）１３：0０～１７：００ 

場所：東近江市役所 314 会議室  

講師：山元圭太氏（株式会社 PubliCo 代表取締役 COO） 

参加者数：10 名 

内容：事業の目的を掲げそのために必要な目標金額を集める、「寄付キャンペーン型」

を取り入れた資金集めの方法を学ぶ。寄付を募る行為自体が認知度をアップさ

せ、地域での活動を知ってもらう大きな機会となり、こうした手法を知り、事

業計画づくりに生かしてもらう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）組織運営についての個別相談会 

目的：組織の運営には、さまざまな悩みや困りごとがある。ビジネス手法で組織を運営

する場合、団体の核となる基盤がしっかりしていないと事業もうまく進まないこ

とが多い。そこで、組織の基盤を強化し、継続して事業を進めていくためにはど

んなことが必要なのか考え、ヒントを得ることを目的に開催した。それぞれの団

体に合わせたアドバイスができるように個別の対応を行った。 

日程：2017 年 11 月 17 日（金）10：00～18：00 

    2018年 2月 23 日（金）10：00～18：00 
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場所：各団体事務所 

団体数：3件 

講師：山元圭太氏（株式会社 PubliCo 代表取締役 COO） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）コミュニティビジネスの事例収集と紹介 

東近江市内で取り組まれている事業や団体立ち上げについての情報を収集した。 

団体名：政所茶縁の会 

奥永源寺地域で栽培されている政所茶を安定して生産し販売するために、一般社団で

法人化され今後事業化に向けた取り組みを進めている。政所に拠点を整備され、事務局

スタッフや役員が決定した。 

 

団体名：地球ハートビレッジ 

 コミュニティカフェを中心に、子どもの事業やアート事業、女性の自立支援などの、

活動を展開。少しずつ知名度とカフェの客数が延びている。地産池消の農産物などを利

用したメニューや、地域観光に特化したプログラムも検討している。 
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市民活動支援 

 

 

１．講座の開催 

（1）資金獲得セミナー 

日時：２０１7年 4月 26 日（水）18：00～20：00 

場所：東近江市役所 314 会議室 

参加者：７名 

講師：野池 雅人（プラスソーシャル） 

内容：市民活動団体の財源の考え方と、資金を 

調達する様々な方法について学ぶとともに、 

東近江市での資金調達の仕組みを説明した。  

    

 

（2）これからはじめよう facebook 

日時：2017 年5 月 25日（木）、5月 30日（火）13：30～15：00 

場所：NPO法人まちづくりネット東近江 

参加費：無料 

参加者：10名（両日あわせて） 

内容：facebook を活用できる人を増やすことで、市民の情報交流が盛んになるきっ

かけとなり、個人の利用から地域で活動する団体やグループでの活用につなげ

るため、使ったことがない方を対象に、個人アカウントの作成から学ぶ。 

＜参加者の声＞ 

・HP と facebook の関連性がわかった。有効に使っていけるようになりたい。 

  ・一人ひとり丁寧に教えてもらいよかった。自分のページができたことで一歩前進した。 

 ・個人ではアカウントを作っていたので、まち協のページが作れてよかった。 

・facebook の基礎的なことを教えていただいた。経験を積んでスキルを上げていきた

い。中級、上級講座の開催も希望します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）心に届く文章の書き方講座 

日時：2017 年6 月 1日(木)13：30～15：00 
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場所：東近江市立八日市図書館 2階集会室 

参加費：500円 

参加者：12名 

講師：中島 みちる さん（育脳インストラクター） 

内容：広報力を高めるようブログやチラシ、活動報告書などのそれぞれのパターンに

あった文章の書き方を学んだ。 

参加者の声（アンケート回答 11名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）写真撮影講座 ～素敵な写真が撮れる方法～ 

日時：2017 年6 月 7日 13：30～15：30 

場所：百済寺 

参加費：500円 

参加者：8名 

講師：辻村 耕司 さん （辻村写真事務所） 

内容：写真撮影に関するスキルについて幅広く学ぶとともに、講座の中で会場周辺を実

際に撮影し、上手な写真の撮り方を実践する機会とする。 

 

 

 

 

 

講座の感想  

大変わかりやすかった 6 

わかりやすかった 3 

少しわかりにくかった 1 

わからなかった 0 

無回答 1 

講座の感想  

大変わかりやすかった 4 

わかりやすかった 4 

少しわかりにくかった 0 

わからなかった 0 

無回答 0 

・百済寺の庭がとても好きだったので参加したいポ

イントの一つだった。 

・撮った写真を加工する方法が参考になった。 

・雨だったが緑がきれいに撮れてよかった。 
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（5）人の目にとまる魅力的なチラシづくりの基礎を学ぶ～チラシづくり講座～ 

日時：2017 年7 月 10日（月）13：30～15：30 

場所：能登川コミュニティセンター学習室 1.2 

参加費：1000円 

参加者：40名 

講師：坂田 静香 さん 

内容：チラシ作りの基礎を学ぶワークショップと座学で実施。イベントや講座の企画

から、テーマの設定方法や魅力的なキャッチコピー、チラシに記載する内容、

フォントの選び方、色の持つ印象の与え方、デザインや配置など、参加者を集

めるチラシをつくるコツを学んだ。 

また、団体がこれまで作成したイベントや講座の企画書やチラシを持ってきて

もらい、それを活用したワークショップを行った。  

 〈参加者の声〉 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）助成金学習会 

日時：２０１７年 10月13 日 10：00～12：00 

場所：まちづくりネット東近江事務所 

参加者：2名 

内容：助成金の説明とどういう助成金が良いかを個別に相談を行った。 

   

（７）ひよこサロン   

時期：2 ヶ月に 1度（6月、８月、10 月、2 月）※12月は休み 

 ・対象者・タイトルについてしっかり企画し

た後作ることの大切さを学ばせて頂きま

した。今後に生かしていきたいと思いま

す。 

・企画や内容がすごく大事だとわかった。 

・「タイトルは長くても良い」が最も新鮮で

した。 

講座の感想 名 

大変よかった 30 

よかった 5 

あまりよくなかった 1 

よくなかった 0 

無回答 2 
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場所：まちづくりネット東近江事務所 

プログラム：10：00～ ＮＰＯって何 市民活動って何 

        10：30～ 意見交換 

        11：30  終了 

①日時：6月 29 日（木） 

参加人数：1 名 

②日時：10月 26日（木） 

参加人数：2 名 

内容：市民活動ってどういうものかを知ってもらうきっかけとして、NPO ミニ講座

を行う。市民活動をしたいと思っている方や、これまでも様々な活動をしてき

たが、もっと関わる人を増やしたいと思っている方などが集まり、交流する機

会をつくる。その後市内や県内の市民活動について事例を話し、質問を交えな

がら意見交換を行った。 

     

２．相談 

（１）窓口・電話による相談対応について 

相談者の内容、対応したこと等をデータベースのセールスフォースに入力し、スタッ

フ全員で共有し、次に役立つように記録を残している。さらに、記録を集計してまちづ

くりネット東近江が行う支援のあり方や、期待される役割等を検討するデータとして活

用している。 

拠点ができたことで、気軽に相談できるようになり、昨年に比べて増えた。広報・PR

など情報発信に関するものは相変わらず多い。その中でチラシ作成事業に結びつく例も

ある。市民活動相談として「事業計画・事業運営」についての相談も多いので、講座の

企画などで対応した。活動資金の相談等も多いが、１年毎の助成金に頼るのではなく、

継続した運営のための資金確保に結びついて欲しいと思い、講座を企画するが、参加に

結びつかない。集計分類の項目は事業の柱に合わせ、相談で受けた内容を事業に反映し

やすいよう設置している。 

実績：総相談件数１００件 、相談総数時間 1２３．１時間 

  相談案件 

 

大分類 小分類 件数 

1 設立･解散相談 設立の手続きと流れなど １２件 

2 会計・財務相談 会計・財務の具体的な内容など ４件 

3 市民活動相談 組織・事業運営、「協働」に関することなど １４件 

4 情報発信相談 広報・PR、情報発信 など ３１件 

5 助成金相談 助成金、活動支援金など １５件 

6 その他 上記分類に当てはまらないもの ２４件 

(総計) １００件 
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主な相談者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）各種の相談要請に対するアドバイザーの派遣、専門家の仲介 

   相談案件のうち専門的な支援が必要なものは、専門家及び専門機関へのコーディネイト

を行った。 

①情報発信の相談 

②協働の相談 

 ③視察先の紹介 

分類 件数 分類 件数 

個人（個人事業主、企業） ２件 企業 ８件 

NPO 法人 20 件 公的機関 ２１件 

任意団体 ２７件 社会福祉法人 ３件 

社会貢献団体 ３件 その他 ７件 

財団法人・社団法人 ９件   

（総計)  １００件  

対象団体  みんなの奥永源寺  

連携先 生活情報誌オウティ 

内容  PRに関し、さまざまな場面での展開に困っている団体に対して、

オウティから情報提供の依頼があったので紹介する。 

関係者 オウティ、まちづくりネット東近江 

対象団体 みんなの奥永源寺 

連携先 滋賀県県民活動課 

内容  県内へのムラサキプロジェクトの展開を望んでいたので、滋賀県県

民活動課の協働プラットホームへ紹介し、プラットホームが開催され

た。美容室や銀行、地域で活動している方々など、さまざまな応援す

る方達が集まった。 

関係者 滋賀県県民活動課、まちづくりネット東近江 

対象団体 社会福祉法人文京区社会福祉協議会 

（地域連携ステーション フミコム） 

連携先 がもう夢工房（コガモカフェ）、一般財団法人東近江三方よし基金 
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（３）ボランティア希望者と受け入れ団体のコーディネイト 

 東近江市社会福祉協議会地域福祉課からのボランティア募集に協力をした。  

 内容：夏休み期間中、養護学校や特別支援学級に通う子どもたちが、創作活動や遊びを   

    通してたくさんの友達や地域の方々とふれあい、楽しく有意義な時間を過ごすこ 

    とを支援し、子どもたちの仲間づくり、理解者づくりを目的に実施する事業のボ 

    ランティアを募集する。 

 支援内容：まちづくりネット東近江のＨＰ、Facebook、市役所掲示板にてチラシの広

報を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 日本NPO センター主催のフォーラムで、協働大賞の冊子を見て、

東近江の SIB 事業や、協働の事例、三方良し基金について知りたいと

のことで視察に来られたので、紹介した。 

関係者 中間支援 
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地域循環共生圏構築検討事業 

 

 

１．環境省より地域循環共生圏構築にむけて 

 環境省からの委託を受けて、住民参加型の課題解決につながる関係団体と連携して、「多

様なプラットフォームづくり」、「自立のための経済的仕組みづくり」、「人材育成」のテーマで

事業を進めた。 
環境分野での課題は、幅が広く一つの分野では収まりきれないものが多い。だからこそ、

多角的な視点から課題に取り組むことができるように意識づける場が必要である。その場

が「円卓会議」であり、その課題の解決に向けて、様々な立場から見えてきた事実をもと

に、課題を共有する場が大切だと考える。環境課題を市場原理だけで解決することは出来

ないため、三方よし基金と環境活動を支える資金調達の仕づくりを連携して取り組んだ。

まちづくりネット東近江がこれまで行ってきた、「団体が自立できる持続可能な事業」を進

めていく。 

 

（１）多様な主体によるプラットフォームづくり 

①環境啓発冊子「e～らいふ」の発行 

 団体の取組や商品を見てもらい、関わることでライフスタイルを見つめなおし、暮

らしが豊かに感じられるように、各団体の取組の紹介ページを以下の４点に分類し作

成した。 

２０１８年３月発行 ３５００部 

  ・「たべる」地元産食材を使った料理を食べる 

  ・「えらぶ」その商品や、その取組を選ぶ 

  ・「さんか」活動や取組に参加する 

・「ふれる」自然環境にふれる取組に参加する 

②円卓会議 

第１回東近江市環境円卓会議の開催  

日時：6 月 9日 

・普及啓発方法の検討 

第２回東近江市環境円卓会議の開催  

日時：8 月 8日 

・啓発冊子の内容の検討 

環境啓発冊子作成説明会  

日時：9 月 15 日 

・指標団体へ説明  

第３回東近江市環境円卓会議の開催 

日時：12 月 19 日 

・啓発冊子の校正 

③住民参加型の生物多様性評価手法の確立（いきもの調査隊の実施） 
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（２）自立のための経済的仕組みづくり 

6 月 12日、772名、3,001,000 円の基金を元に、一般財団法人東近江三方よし

基金の設立登記が行われた。 

 

 

（３）人材育成 

  ①環境施策勉強会の開催 

   国連の SDGs を踏まえ「誰一人残さない社会」をテーマに開催され全国協同集会

では、まちづくりネット東近江は分科会を担当した。食とエネルギーとケア（生まれ

てから亡くなるまでの支援）がしっかり地域で賄えることは、安心な暮らしを営む根

幹である。地域の多様な分野が手をつなぎながら生業として自立を目指す団体や若者

の活動を通して、地域のあるべき姿を探る。 

  日時：２０１８年 10 月 7 日１０：００～１８：００ びわ湖ホール 

           10 月 8 日 ９：００～１７：００ マーガレットステーション 

  ②遺贈寄付等の勉強会 

  人生の終末に対応している施設や、終活に関心のある方を対象に「遺贈寄付」につ

いて学ぶ。個人の社会貢献として身近な自分達でも出来る「遺贈」について、多くの

の事例と、税務のポイントについて学ぶ。 

  日時：２０１８年 2月 27 日 

 場所：東近江市社会福祉センター 
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               事業実施体制 

 

１．スタッフ研修 

（１）各種研修への参加 

中間支援組織として、日々の業務に多様なスキルが必要になる。そのためにさまざまな

講座に参加し、スキルの向上を図る。また、セールスフォース導入にあたり、入力の指導

を受けた。  

 参加した研修 

日時 参加イベント・フォーラム名 

4 月 16日 セールスフォース入力指導 

５月１５日 セールスフォース入力指導 

５月２４日 新任事務講習会参加 

６月６日 全国コミュニティ財団研修会 

６月７日 全国コミュニティ財団研修会 

６月２３日 セールスフォース入力指導 

７月１４日 ＮＰＯと行政の対話フォーラム参加 

8 月３日 長良川オンパく視察 

８月３１日 観光コンテンツワークショップ参加 

９月１２日 観光コンテンツワークショップ参加 

8 月 27日 シラベル×クラウドファンディングミーティング２０１７ 

９月２６日 休眠預金公聴会 

9 月 23日 淡海ネットワークセンター20 周年記念事業 

９月２９日 セールスフォース入力指導 

１０月７日 協同集会 

１０月８日 協同集会 

1 月１１日 観光モニターツアー 

１月１８日 観光モニターツアー成果発表会 

1 月 11日 東近江市観光モニターツアーBIWAKO 曼荼羅寄席 

2 月 3 日 非営利組織のための「第三者組織評価」制度説明会＆NPO 法人役員（理

事・監事）力向上セミナー 

２月８日 地域まちづくりの活動の要点～中間支援・小規模多機能自治の現場から～ 

2 月 13日 日本遺産先進地視察研修 高島 針江生水の郷 

2 月 18日 文化・経済フォーラム滋賀第 8回総会 

2 月 26日 滋賀県市町社会福祉協議会会長会トップセミナー 

「社協の質を向上させる人事管理とは」 

３月７日 地方創生セミナー 

３月１９日 滋賀県協働プラットホームテーマ：絶滅危惧種「ムラサキ」を活用した地

域活性化プロジェクト 

3 月 26日 滋賀県協働プラットホームテーマ：滋賀県におけるソーシャル・インパク

ト・ボンド（SIB)の普及 
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（２）ＮＰＯ若人エンパワープロジェクトでの研修 

2016 年度より2 年間のプログラムとして、しがNPO センター主催の若人エンパワー

プロジェクトに参加した。2 年目となる今年度は団体の組織基盤の強化に繋がる事業「中

間支援組織としての情報発信力と調査分析力の強化プロジェクト」として 20 万円の助成

金を受けて実施した。 

①全体研修 

4 月 18日 プレゼンテーション手法とパワーポイントの作成（若人） 

5 月 24日 健康保険の基礎、厚生年金の基礎 

5 月 26日 Webマーケティングセミナー 

6 月 14日 ICT活用講座（若人） 

7 月 14日 NPO と行政の対話フォーラム 17 

8 月 1 日 第１回 GoogleAdgrants 勉強会 

8 月 24日 SNS広報とペライチセミナー 

9 月 14日 第 2 回GoogleAdgrants 勉強会 

10 月 13日 災害時における広域・多職種連携セミナー（若人） 

10 年 20日 次世代に伝えたい 滋賀の市民活動史（若人） 

11 月 14日 第 3 回GoogleAdgrants 勉強会 

3 月 17・18 日 ファンドレイジング日本２０１８ 

 

②中間支援組織としての情報発信力と調査分析力の強化プロジェクト 

まちづくりネット東近江では、自立した市民が地域力を高め、地域全体が元気になれる

社会を目指しており、中間支援組織として調査分析力、情報発信力を獲得し、東近江市市

民活動の情報発信の拠点になる必要性がある。そして市内の活動団体の情報を発信できる

力と、市民一人ひとりが、地域課題に気づき、考え、動くきっかけを作ることを目的とし

て「中間支援組織としての情報発信力と調査分析力の強化プロジェク」事業を考えた。 

アクセス解析ツールを導入し現状の HP のアクセス調査を実施、既存の HP や SNS の

見直しと共に、今まで利用していなかったツールを新規で立ち上げ、アクセス効果を検証

した。また、広告機能を使用したアクセス数などの効果検証を実施した。 

事業成果として、自団体のHP への訪問者が増加し、Webでの広報誌の閲覧者数も増え

た。（月 8PV→158PV）Google の広告を NPO 向けの無料サービスを使い、効率的に

PR する手段を作成した。HP、Facebook ページの作成や運営は、情報を発信して欲しい

という団体が増え、地域の団体への支援につながった。 

自分達で情報発信をしようと思う団体が増えてきていると感じる。またこれまでの発信

媒体だけでなく、新しい発信媒体の利用により、団体自身の魅力を、今までと違ったファ

ン層へ伝えようと努力されている。 

導入したアクセス解析ソフトや NPO 向け広告サービスをより活用し、東近江市で活動

する団体の情報発信力の底上げにつなげていく。新しい事業を考えるきっかけにもなり、

今までと違った新しい財源確保にもつなげていく。 
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２．県内中間支援団体とのネットワーク 

（１）市民活動支援センター意見交換会 

滋賀県内の中間支援センターで働く職員間の研修や情報交換の場として開催されてい

る。県内にある中間支援活動をしている２０団体が順番に世話人となり、企画を考えて、

その時々のテーマをもとに、研修と情報交換を行っている。 

① 第 1 回市民活動支援センタ―意見交換会 

日時：2017 年6 月 20日（火）13：30～16：45 

会場：ピアザ淡海 滋賀県立県民交流センター 203 会議室 

内容：●京都府京都中間支援団体ネットワークとの交流会      

コーディネーター：永見まり子さん 

（京都府府民力推進課・京都府 NPO パートナーシップサポートセンター所属協働コーディネーター） 

     ●滋賀県市民活動支援センター意見交換会 

      ・意見交換会の位置づけについて 

      ・今年度の事業について 

②第 2回市民活動支援センター意見交換会 

日時：2017 年9 月 1日（金）15：00～17：30 

会場：えきまちテラス長浜、子育て応援カフェ LOCO 

内容：長浜の子育て支援団体の活動の事例発表と視察 

    ・各団体の協働の特徴について 

    ・南郷里子育て広場「はぐみんぐ」 

    ・子育て広場「スキップ」 

    ・オレンジスマイル 

    ・子育て応援カフェ LOCO（現地視察） 

    ・イングリッシュ・アイランド（現地視察） 

③第 3回市民活動支援センター意見交換会 

日時：2018 年3 月 2日（金）13：30～16：30 

会場：野洲市市民活動支援センター 

内容：中間支援センターの情報収集と発信について 

     「協働ネットしが」の利用状況について 

     NPO 法人の貸借対照表と定款変更の準備状況について 

 

３．運営体制 

（１）総会の開催 

日時：201７年５月２２日 19：00～20：00 

場所：まちづくりネット東近江事務所 

参加者：２３名 

＜議事＞ 

第 1 号議案 201６年度事業報告（案）について   

第 2 号議案 201６年度活動決算報告（案）について  

第３号議案  定款の変更の件について      

第４号議案 役員選任の件について  

＜報告＞ 

201７年度活動計画について   
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201７年度活動予算について 

 

（２）運営委員会の開催 

  年 5 回の運営委員会を開催し、組織運営に関する協議を行った。 

開催日時 協議内容 出席者数 

第１回 

201７年 5月 1１日（木） 

19：00～21：00 

 

事業計画 

にじまちサポーターズ 

２０１６年度事業報告 

２０１６年度決算報告 

役員と定款の変更 

１０名 

（内事務局４名） 

第２回 

201７年７月 1２日（水） 

18：30～19：00 

２０１７年度事業計画 

法人事務所の登記変更について 

借入限度額の承認について 

1３名 

（内事務局４名） 

第３回 

201７年１１月１日（水） 

19：00～2０：３0 

事業報告 

今後の予定 

第一四半期決算報告 

補正予算について 

 

１０名 

（内事務局４名） 

第４回 

201８年２月５日（水） 

19：00～21：00 

事業報告 

第二四半期決算報告 

5 周年事業につて 

８名（内事務局２名） 

第５回 

201８年３月 2９日（木） 

19：00～21：00 

事業報告 

第三四半期決算報告 

認定ＮＰＯ法人認証報告 

５周年事業について 

201８年度事業計画（案） 

201８年度予算（案） 

1１名（内事務局４名） 

 

（３）事務局会議の開催 

 事務局会議は、まちづくりネット東近江の事務局と代表・副代表、東近江市役所まちづ

くり協働課担当者が事業の内容や業務の進捗状況の情報共有と運営上の問題点等を協議す

る場である。201７年度は 5 回事務局会議を開催し、協議を行った。 
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